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砂解 言見

94式6輪自動貨車(乙)および

池貝 4HSD 10 X型ディーゼル機関再論

Once more on the Type 94 : 6 x 4 Diesel Truck and IKEGAI Type 4 HSD 10 X Diesel Engine 
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はじめに

1938年6月に発行された池貝自動車製

造附 『九四式六輪自動貨車 (乙)説明書J

は陸軍機甲整備撃校『九四式自動貨車(乙)

保存取扱教程J(1942年8月)より 4年余

り古い資料である それだけに，後年，池

貝式燃料|噴射ポンプと併用されるに至っ

たBoschポンプにかかわる記述などはそ

こに含まれていない

その反面 i也貝自動車の当資料は画像

坂上茂樹*

Shigeki Sakagami 

図 1 94式6輪自動貨車(乙)シャシ外観

池貝自動車製造側 『九四式六輪自動貨車(乙)説明書』巻頭グラビアより

炉司

図 2 94式 6輪自動貨車 (乙)シャシ図面

向上T 折込図
や紙の質が相対的に良好で寸

法入りの図も交じっていて有

意な情報量が多い.加うるに，

それは車両の 「保存取扱jに

ついて老舗の軍用車メーカー

たる東京自動車工業側や陸軍

自身による資料類より制式車

両の技術的機微を率直に伝え

てくれる記述を数多く含んで

いる点において出色の価値を

有している 以下ではこの資

料から要点を紹介していく 1)

図 3 自動車工業“スミ夕、 "S型 (左)

と瓦斯電“ちよだ W型(右)

* 
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日本機械畢奮 I改訂国産機械図集』

1937年， 122， 125頁，より

1. 94式6輪自動貨車(乙)の概要

94式6輪自動貨車(乙)の概要と機関，その

他主要ユニットの順にざっと見ていこう.まず，
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シャシ概要である

次に掲げるシャシの図面には後車軸の最大傾斜
ング

角度が 180 と記入されている.デモ写真の類にお

いては第 1，第 2後車軸が逆位相にスイングして

いるところが用いられがちであるため，大きなス

イング量に見えるが，実際には単独で見ればこの

値であった.なお，本図に観られるフレームの X

メンバや後軸懸架装置は自動車工業(株)系ではなく

東京瓦斯電気工業側系の設計であったことが認さ

れる.

2. 池貝 4HSD10X型機関

次に掲げる諸元表には機関回転数について「毎

分 400~2300 同特」とある しかしこの資料の

元所有者は iR.P.M. 1400~1600 最モ良好

1800位迄ハヨシ」と書込んでいる.この回転数

を超えると振動，排気煙とも，大幅に悪化したの

であろう .4速 1400rpm.で 35km/h， 1600 rpm. 

で40km/h， 1800 rpm.では 45km/hとなるから.

94式(乙)の真の実力はこの程度であった.

表 1池貝 4HSD10X型機関諸元表

池貝自動車の同時代 l枚モノ「白焼きJ資料

機関の外観は次図に示されている 噴射ポンフ。は池貝ホ。ン

プである.

守主選奨設ふ護身一恵点よ警

直 骨 i 緒元 理巨他 端 要

i竺開~主一工本一両両両両百続開 zt i 

IlIIt_主主及型竺 105%Xl金。守区一 i … ; 

場整厳序! ZHSm4Mg  

理 輔 艦 : 接骨 400 r...." 2300陶輔

司量生精力 - 岨 .，e，̂:::_.R.li I! 
{軸) 1 世人 ~ 0"" 計算式マ 'Xち れ

燃料前費量 毎介 1200岡崎‘S馬JJ~計予三時間 e，市 立

満滑 油竃十 日立 1 

車線 比 16

忌お一五一川一工二 ; 
盤鍛滋度1 約 s。ρ 一 ; i 

i 燃 料 # 噴射能力目。町孔種.% :喰射 角 度 制 度 !

舟 問 機吸組0，田%緋載。，.%よー一一 」
積滑油底油握力 I • K C ，....._， "玄. I 

一一 一一 一 一 4

糊陳弁瞬間時期 | 吸無 5 度前~. .度過 耕級相鵬首吋日獲遁 1

1 結 集上部開磯 1)5 % 十 1 
一一一一一一一一一一一
揖 IIJ:郁容積 約 e• ec 燐燐寝今宮ム

;冷却水容量 SO:i[ 

蛤動電動横 島 4V .馬刀
九一一♂一一一一一一一一一一一一一一一~.一一一ーーーーー一一一-一一一『一ーー匂司一白ムー+一一守一一---
i使用蓄電池 1l.a v X 14oO .A 's 銘儒

君臨 欄 線 型 量 量; ‘マ 08:.

池貝自動車製議株式4町耐

この資料にも 『九四式自動貨車(乙)保存取扱

図4 池貝 4HSD10 X型機関外観

『九四式六輪自動貨車(乙)説明書』折込写真

さらに， r九四式六輪自動貨車(乙)説明書Jには良質の

機関断面図が収録されている

図5 池貝 4HSDlOX型機関縦断面図

向上，折込図.

ユニット図に蓄込ま れた部品からの引き出し線と番号①

ー・等々はすべて消去 (以下同様).

図6 池貝 4HSD10 X型機関正面図，横断面図

同上.

教程』にも連梓大端メタルの

ケルメットは鋼製裏金付の完

成メタルではなく鋳込みで，

軸受隙間はシムによって調節

されたとあるが，本池貝自動

車発行資料の元所有者は 「磯
図7 渦流室部分

拡大図

員メタル，東亜メタル」と書 上図をトリミング
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込んでいる. してみれば，裏金付完成メタルと解

釈する方が正しいように忠われる. もっとも 「磯

貝」は 「イソダ」の誤記であろう.なお，この横

断而図からは渦流室のインサー卜に肉強み部を設

け.断熱に配慮したいわゆる「渦流蓄熱式」となっ

ていたことも見てとれる本l

3. 動力伝達系とブレーキ

『九四式自動貨車 (乙)保存取扱教程jにおける

クラ ッチ，変速機の図はあまりにも質が悪く.旧

稿への採録をはばかられたので，次に池貝自動車

の資本|からこれらの組立図を掲げ.他社製品との

比較を試みる.ちなみに，歯車変速機工は工作機

械にも用いられていたから，池員自動車の本家，池

J-1鍛T所にとっては守備範閣内の技術であったゾ

この種の比較からは.それが当時の日本におい

てやや中間的と言えるような構成をなしていた事

実が判る.すなわち，クラ ッチは商工省標準形式

自動車 “いす γ のそれと同一.変速機は主軸の

CE:: 
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パイロ ット・ベアリンクやが複列玉mlh受から主|つ|犬コ

ロ事h受へと変更 ・強化されていたすべての歯車

の歯数が変更され，変速比も標準車の l速 5.06.

2速 2.90. 3速1.64，4速1.00. R 6.64に対して，

l速 6.15，2述 3.17，3速1.79. 4速1.00，R 7.51 

へと大きく取られていた

図10 “スミタ "R型のクラッチ及び変速機

『改訂国産機械図集j1 (スインク)24頁.

他方.より仁級モデルたる“スミダ R型パス

の変速機と比べれば，九四式六輪自動貨車 (乙)

の変速機は標準車のそれと“スミダ "R型パスの

それとの中間に位置付けられうるものであった

すなわち.“スミダ "R型の変速機主iMIのパイロッ

ト・ベアリングは細巻きの Hyattベアリング (捺

みコロililll受) であったゾ

他方， R型のライバル“ちよだち型のそれは

自動調心玉i~I[1受.“ふそう "B46 型の当該部は“ス

ミダ "R型のそれよりも寸詰まり.中太巻きの

Hyattベアリングであった.それにしても.軒並

みアメリカ技術の模倣であったにもかかわらず.

判で押したような選択摺動式ばかりであった事実

は悲しい限りである.かようなモノは同時代の米

軍においては、lashbox" (ガチャガチャ箱)と

して相手にもされなかった技術である.そして

標準車に変速操作の難しいこの方式の変速機を採

用させたのはプロジェクト ・リーダーを務めた島

秀雄であったー

94式 6!lil命自動貨車 (乙)の変速操作について

池員自動車発行資料 61頁には.

四輪車に比し惰力の利用困難なるを以て嬰

速の時期遅れざる如く注意を要す.

とある 吋

惰力が効かぬというのは制式 4輪自動貨車よ り
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後車軸回りが複雑で摩擦損失が大きく， しかも終

減速比が大きいため同一ギヤではエンジン・ブ

レーキの効きが良かったことによるが，それなら

4輸のそれより今少しマシな変速機構が用意され

るべきであった.池貝はシャシの開発者ではな

かったから自社発行文書でその欠点について率直

に語りえたのであろう .ちなみに，制式自動貨車

(甲)は固より，機関だけが立派に DA40系いす可

統制予燃焼室式6気筒に改められてからの制式自

動貨車(乙)においてもパワートレインやブレー

キはあいかわらずであった.かように不できな車

を運転させられた兵士こそ気の毒の極みである.

!J臨時 ちょfど1'"見鋼廃合庖彼鷹 1
""調A"事曜.. 

[_.:_'IL(O'L録制r;t[:ttlli:;O"がi
し 噌r一

図 11 “ちよだち型のクラッチ及び変速機

同上， 131頁

仕~金
d三~ ~

巳弔電電ず

図 12 “ふそう "B46型の変速機

三菱重工業側神戸造船所 『ふそう B46型乗合自動車部品

型録j(無刊記)， 47頁，附園 12

94式6輪自動貨車(乙)のサイドブレーキは

次のような機構であった.これは標準車と同工で

ある.

図 13 94式 6輪自動貨車(乙)の緊縮式サイド・ブレーキ

『九図式六輪自動貨車(乙)説明書』折込図

推進軸の構成も 当時の国産 6輪 (6x 4) トラッ

クとして特に変わったモノではないが， r九四式

六輪自動貨車(乙)説明書Jによれば，自在接手

の一体型ヨークの十字軸軸受には針状コロ軸受が

用いられていた. もっとも，後の 『九四式自動貨

車 (乙)保存取扱教程Jの時代にもこれが踏襲さ

れたのか，ブシュと混交していて個体により違い

があったのか等については後者に当該部軸受につ

いての記述も推進軸の図面も 一切見られないた

め，不明である.

図 14 94式 6輪自動貨車の推進軸(第 1及び第 2)

向上

94式6輪自動貨車(乙)のフット・ブレーキ

は後輸のみに組込まれた内拡・機械式のリーデイ

ング&トレーリング・ブレーキであった.当然な

がら民需用車両としての商工省標準形式自動

車“いす γ は前後輪ともに油圧ブレーキ付で

あったが， 94式6輪自動貨車は甲乙を問わず前

輪ブレーキなしで，他の陸軍制式6輪自動貨車も

73 
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この点においては同様であった *7

このブレーキについて池貝自動車資料 61頁は

またもや正直に:

「制動機は四輪車に比し利き難きを以て構

造上の特質に鑑み特に各車輪につき知検調整

を怠らざるを要す.不窮地通過時等に於て特

に然り 」

などと述べている ゾ

図15 94式6輪自動貨車(乙)の機械式後輪ドラム・フレーキ

向上

ブレーキの効きが相対的に悪いというのはフリ

クション・ロスが大きく，かつ，ファイナル・レ

シオが大きいためエンジン・ブレーキが強く作用

するはずの 6輪車にしてはウッカリしていると奇

異にも聞こえかねぬ現象である しかし 急制動

をかければ軸重移動を生ずるから.本型式の大き

な車両重量， 後輪荷重はサッパリ制動摩擦力の足

しにならず，舗装されていない走路上で簡単に滑

りを生じたであろうことは想像に難くない.むろ

ん， 一旦，後輸がロックして滑り出すと摩擦係数

は急減し軸重移動が回復しでも滑りは続く

陸軍上層部は本音のところで油圧ブレーキを嫌

い，機械式ブレーキに拘泥したがった.その結果，

制式 6輪自動貨車からは軸重移動によって強力な

制動力を発揮する前輪ブレーキが排除された. 4 

輪自動貨車には Ford，Chevroletであれ"ニッ

サン"“トヨタ"であれ民需用“いすよ'TX40

型トラックを転換させた 97式4輪自動貨車であ

れ，油圧式4輪制動装置が備えられていたから制

式6輪自動貨車群よりも遥かに制動性能が高かっ

たのは当然であり ，前輪ブレーキのない後者がか

かるぶさまな羽目に陥ったという結果は自業自得

以外の何ものでもない目

機械式後 4輪制動ならその軸距が短い分.機械

式付きものであるブレーキトルクの不均等に起因

74 

するヨー・モーメントも小さいうえ.フリーの前

輪がある程度は制動時における直進性保持に貢献

していたことであろう それはまさしく“破れ鍋

にも綴蓋"を地で行く格好で、あった ここでも，か

ような車に乗せられる兵士の側はたまったもので

はなかったという点を強調しておかねばなるまい

4.前車軸

『九四式自動貨車 (乙)保存取扱教程Jにおいて

は前車軸ハブ軸受が正常に描かれていなかったの

で旧稿には前車軸の図を採りえなかった.次図は

池員自動車資本l掲載のまともな図面である 全幅

(1800 mm)，トレッド(1500mm)，キャンパ(10)， 

キングピン傾斜角 (r) ともに商工省標準形式自

動車 と同-であるがパネ座中心間距離はその

680mmに対して 670mmと若干異なっており.

アクスル・ビームの正面投影形状や I断面の肉盗

み形状も異なっている.後者は鍛造工程ならびに

鍛造金型製造工程合理化のための設変であろう

図 16 94式6輪自動貨車(乙)の前車軸

同上.

図 17

94式6輪自動貨車 (乙)の操向性能に関連し
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ても池貝の資料 61頁は正直に:

「走行特 把は四輪車に比し重きため柏、々

もすれば停止聞の操向を強行し易く聴把の遊

隙護生及操縦装置の衰損を早からしむるを以

て力めて之を避くるのみならず之が調整;怠ら

ざるを要す.J

と述べている もちろん それはパワー・ステア

リングなどとは無縁の世界であった.

その他ユニットの図面についても元版である

『九四式六輪自動貨車(乙)説明書』の品質は陸

軍機甲整備撃校 『九四式自動貨車(乙)保存取扱

教程』のそれに優っているのではあるが，本質的

に新たな情報というほどのモノはないので後車軸

等については旧稿に譲か割愛する.

5. 94式6輪自動貨車の運用実態

1) 不凍液

本車においては気温が零下 15
0

C程度の場合，

普通の水を冷却水として用い，運転停止H寺間 1時

間に達する場合は 15分間の運転を行うか，排水

を行うべき旨，指定されていた.

他方，不凍液を用いる場合，運転停止1.5時間

までは特別な措置を要しないものとされた ただ

し不凍液を用いる場合においても零下 30~

40
0

Cの気温の下においては停止時間が 1時間を超

えではならないと定められており，長時間停止す

る場合は機関部を保温し約 2時間ごとに機関を

暫時運転することが求められていた

不凍液としては「水に 『グリセリン.1rアルコー

ル』支那焼酎等の中一種又は数種を配合したるも

のJ，具体的には次の 3種， 7グレードが設定さ

れていた.おそらく，比重まで記入されているモ

ノが常用品であろう.

なお，アルコール混入タイプの不凍液はアル

コールが蒸発するおそれがあるため，毎日比重

表2 九四式六輪自動貨車 (乙)に指定されていた不凍液

『九四式六輪自動貨車 (乙)説明書J58~59 頁，より.

グリセリン%アルコーノレ% 7)<% 凍結温度 比重

40 60 約 250C l.l 

50 50 約 500C

70 30 約 700C

20 20 60 約 260C
6・・ ・

20 30 50 約 400C l.028 

30 70 約 200C 0.958 

50 50 1匂 300C 0.935 

を測定し，アルコールを補充する小まめな保守が

求められていた.

酷寒時の車庫内保管時における毛布等による機

関部保温，床上の炭火・煉炭火等による機関部加

温.蓄電池のフェルト等による保温，始動時の燃

料(重油とある)加熱，ラジエータへの熱湯注入，

機関全体の炭火，たき火，石油トーチによる加熱

等の対策は陸軍車両用デイーゼル機関としてやが

て定番化して行く手法であった.

2)潤滑油

やや意外なのは冷却水への潤滑油混入に対する

注意が強く喚起されていることである.とりわけ，

冷却水ポンプ軸への給油過多によって冷却水への

潤滑油混入を生じ，これが水套内壁に沈着して熱

伝導を阻害し，パーシャル・ボイリングが惹起さ

れることを防ぐ必要性が力説されている.また，

冷却水への潤滑油混入が生じてしまった場合には

これを排水し.1アルカリ」水溶液(水 10:曹達1)

の温水を満たし機関を運転した後，これを再び排

出し，浄水をもって内部を洗浄することが求めら

れていた.

「泣寒の季節」においては機関に冬期用潤滑油

を用いるとともに，停止後，排油し始動前にこ

れを加熱して再注入することが求められていた

また，常に零下 2uOC以下の地方においてはやむ

をえず混合油を使用する旨，記されている この

混合油は潤滑性能に劣るため，頻繁な交換を要し

たこれは“くろがね四起"機関に用いられたモ

ノと同じである ザ

表3 94式6輪自動貨車機関用「混合油j

同上， 56頁より

その他，変速機室，差動機室等，普段，グリー

スを用いる個所においても気温の低さに応じてグ

リースとモビールとの混合物を供することが求め

られていた事10

3)オフロード通過性能

6x4車である 94式6輪自動貨車(乙)のオフ

ロード走破性能について池貝資料 61頁には:
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「沼 i~争地.砂地，其他軟弱なる土地の通過

に首りては務め防滑履帯を装著するを要す，

此の際履帯の離脱を1象防するため力めて操向

を避け且つ左右の地形等薪なる部位を選びて

通過するを要す.J
「尚，履帯を装着せる場合には矯し得れば

後車llil!iの上下動を制限することを可とす.J
などと，正直を通り越してほとんど勝手放題の御

ぬかるみ

託宣が並べられている.泥棒の深さをその表面か

らうかがい知る術がないことは置くとしても.そ

もそもさように好都合な泥棒地などいったいどこ

を探せばあったというのであろうか?

95式小型I2!:I輪起動乗用自動車“くろがね四起"

(パートタイム 4x4)においてであれ， 1l!1J車車輪

も駆動しえる 97式側車付自動二輪車(パートタ

イム 3x 2)においてであれ， 日本陸軍オフロー

ド車両の肝心要の路外地走破性能が単に低速直進

突破性限定の.実質的に見かけ倒しとも形容され

るべきそれであった点については拙稿においてさ

んざん論じておいた.

しかしこの引用箇所はコトの次第が帝園陸軍

の主力輔重輸送車両， 6x4車においてもこれら

補助車両の場合と大同小異であったという状況を

判明させてくれる.重ねて，かような見かけ倒し

のオフロード走破性しかない制式車両群にいきな
しちょうゆそっ

り命を預けさせられた兵士や~if~重輸卒と蔑称され

た兵隊たち，つまり昨日まで市井に暮した人々の

無念に思いを致さざるをえぬところである.キ 11

むすびにかえて

軍艦，鉄の棺桶(潜水脈)，鉄道車両，飛行機

において.あるいは舶用動力プラントや車両用内

燃機関.航空発動機等のユニットや個々の部品レ

ベルにおいて.生産や運用に当る現場に多大のス

トレスを押し付けてはばからぬ姿勢はこの国の開

発技術者に共通していた 技術的成果の運用にか

かわる個別労働過程のみならず，働き手を取り巻

く作業環境や空間の居住性にまで眼を向けるな
ため

ら，そこ に上層部の意が用いられた験しなど稀で

あった.操作性，走破性，居住性は兵器にあって

は生存性に波及するから事態は深刻を極めてい

た.

そうした渦中にあって，94式6輪自動貨車 (乙)

が最悪の例をなしていたという事実があるワケで
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は毛頭ない それは単に“思い込み"から“思い

上がり"へ.そして"置き去り"へという失敗の

日本的ステロタイプにかかわる平凡な一具体例で

あったにすぎない

今日.この国の技術界はかように査んだ構造か

らの脱却にかなりの程度，成功を収めている.し

かしこの現実は決して過去の自画像と正しく向

き合うという義務からの免除と同義ではなく，ま

た，我々は油断すれば悪しき先祖返りという危険

と常に背中を合わせながら呼吸していると言えな

くもない叫2

なお. 94式自動貨車 (甲)やそれに至る途.

その応用車型等については順次，別稿にて取上げ

て行く予定である

注釈

1)本稿は池貝自動車自身の資料をもって rLEMAJNo 
507. 509 (2012年 4. 10月)の:t/]¥秘およびこれに力11市し
た「際軍車両用池Jl il'，'6流室式高速ディーゼル機関について
l訂正版 ]-94式6輪自動貨車 (乙)と 97式軽装甲車 ー」
(大阪市立大学学術機関リポジトリ笠il在)の中の 94式6輪
向動貨車にかかわる部分を補足するものであり，記述の重
複はなるべく避けられている.

2) そも そも.同時代の池貝自動車用デイーゼル
(4 HSD 10 B?)の渦流室を含む性!日iiについての図解は少な
く. 1也貝高速デイーゼルの総合解説文献である池貝鍛工所
自動車部 『池貝 HSD型自動車及車柄月j高速ヂーゼル機側
説明書J1937年もj品流蓄熱式をうたいながら. 4気筒機関
をfhiいたその折込み第一回も過流室付近の詳細については
ごまかしている。 II'f水中三 『自動車及各種代燃車J1 Li淘笠;
1936年. 33頁には第 451函Bとして比較的見やすい図が
拘げられている しかしそこでも断熱構造の委細につい
てまでは描き出されていない.
3)後年. 自動車止企業の発展とともに工作機械の変迷機椛
に自動車用変速機が流用されるような巡り合わせも現れる
結果となっている いすぎ自動車の乗用車 "ベレル"の変
速機が綻盤のそれとして転用された{斗については伊京訪
f物っ くり立国への道標一一欧米先進技術を凌:t，;した池
民鉄工製 A20型普通旋盤 - j私家版.2003年. 29. 
47. 67-71頁参照
4)引制のコイルをコロとして用いる円筒コ口調h受の一極
であるハイ ヤッ卜・ ベア リングについては拙著 『鉄道Ili綱

工業 と自動車工業』 日本経済評論社. 2005年，第 6雪t
}:I¥布市 「鉄道車車両外jころがり軸受と台11王の戦前・戦後史ー
蒸気機関車，客貨車 内燃動車. m;IIJ:.新幹線電車から現
在まで -J(大阪市立大学学術機|刻リポジトリ主主載).参m:¥
ふそう B46型の TU6型ガソリン機関についてはt:l¥稿 「三
菱ふそう "の原点.TU6型ガソリン機関とその周辺J(大

阪市立大学学術機関リポジトリ登載チ定)。参照
5) r鉄道車車両工業と自動車工業J~~ 6 :1;1:第2節 参J!H
6)もっ とも.これは同じく販売制IJの発行文書である協同
凶産自動車附 f九pq式六輪自動貨車取扱法及説明子U1936 
年 ]月. 80頁の表記を踏襲した文言である.同社は fl動
車工業側と東京瓦斯定気工業側自動車音11との合併への前段
階として 1933lf12月に設立された協同販売会社で '37



94式6輪自動l'i'車(乙)および池貝 4HSD 10 X型ディーゼル機関再論

年9月，新会社.東京自動車工業側に吸収されて消滅した

誉賞に及んだ限りにおいてではあるが.自動車工業や東京

自工が発行した 6x4車の取説類にかように正直な記述は

見出せていない.

7)制式 6輪自動貨車のブレーキについては別稿 「東京瓦

斯電気工業側自動車技術史余話」にて取上げられる

8) これもまた前掲協同園産自動車附 『九四式六輪自動貨

車取扱法及説明書j80頁の表記を踏襲した文言である

ただし同書においては“不"とあるべきところが「下」

と誤継されている それにしても， 当該箇所は変速機にか

かわる箇所と同検.通り 一遍の機能解説を超えた例外的に

正直な筆致と言える

9)白くろがね四起"機関に用いられた混合tlHについては拙

稿 「日本内燃機 “くろがね"軍用車両史 -95式“倶IJ車付 "

と“四起 "の技術と歴史的背景 -J(大阪市立大学学術機

関リポジトリ登載)，表 7-1，参照

10)この使用法については前掲拙著 『鉄道車刷工業と自動

車工業J107頁 参照

11)ただし同時代の“トヨタ"や“ニ ッサン"自動貨車

は制式自動貨車よりその信頼性において遥かに劣っていた

という 事実が失念されてはならない 大島 卓 ・山岡茂樹

『自動車』日本経済評論担， 1978年，第 31;1，前掲 『鉄道

車車両工業と自動車工業j第3章.参照.

12)本手11近代技術史にかかわる拙稿についてはネ ット上で

フリーに閲覧可能なものも多くなってきているが.ここで

は 「三菱航空発動機技術史第 I部~第E音IIJ(大阪市立大

学学術機関リポジトリ登載)を挙げておく
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